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自己紹介自己紹介

  環境監視研究所、環境監視研究所、NPONPO法人有害化学物質削減ネット法人有害化学物質削減ネット

ワークでの活動ワークでの活動

  制度の見直し関係制度の見直し関係：環境省化管法に関する懇談会、：環境省化管法に関する懇談会、
産業構想審議会化学･バイオ部会化学物質製作基本産業構想審議会化学･バイオ部会化学物質製作基本
問題小委員会問題小委員会

  リスクコミュニケーション関係リスクコミュニケーション関係：人材育成：人材育成((化学物質アド化学物質アド
バイザー）ＷＧ、ファクトシート作成、大阪市バイザー）ＷＧ、ファクトシート作成、大阪市PCBPCB処理処理
事業監視委員会、豊能郡美化センター関連事業監視委員会、豊能郡美化センター関連

  その他その他：：PRTRPRTR大賞選考委員会大賞選考委員会
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Ｔウォッチの主な活動Ｔウォッチの主な活動
市民のためにＰＲＴＲデータの有効活用を市民のためにＰＲＴＲデータの有効活用を

  連続学習会連続学習会（毎年（毎年PRTRPRTR公表データの国の説明会、公表データの国の説明会、
テーマごとに年数回実施、テーマごとに年数回実施、昨年度昨年度ははGHSGHSと移動体）と移動体）

  地域セミナー地域セミナー（（0202年度大阪、年度大阪、0303年度神戸、名古屋、札年度神戸、名古屋、札
幌、仙台、幌、仙台、0404年度熊本、滋賀、年度熊本、滋賀、0505年度新居浜、福岡）年度新居浜、福岡）

  国際セミナー国際セミナー（（0202年度欧米における「環境情報のアク年度欧米における「環境情報のアク
セスと市民参加」に学ぶ、セスと市民参加」に学ぶ、0303年度ＳＶＴＣ「シリコンバ年度ＳＶＴＣ「シリコンバ
レーの経験」に学ぶ、レーの経験」に学ぶ、0404年度、年度、0505年度ＥＵの新化学物年度ＥＵの新化学物
質政策質政策REACHREACHについて）について）

  ＰＲＴＲデータ検索ウェブサイトの開設と運営ＰＲＴＲデータ検索ウェブサイトの開設と運営（今後は（今後は
製品情報の検索サイトも開設）製品情報の検索サイトも開設）
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ＰＲＴＲ制度のＰＲＴＲ制度の課題課題
意義意義がどこまで実現しているのか不明がどこまで実現しているのか不明

検証が不十分である検証が不十分である

  ＰＲＴＲ制度施行時の環境省資料ではＰＲＴＲ制度施行時の環境省資料では
  ①環境保全上の基礎データ①環境保全上の基礎データ

  ②行政による化学物質対策の優先度決定②行政による化学物質対策の優先度決定

  ③事業者による自主的な管理の改善の促進③事業者による自主的な管理の改善の促進

  ④国民への情報提供と化学物質に係る理解の増進④国民への情報提供と化学物質に係る理解の増進

  ⑤環境保全対策の効果・進捗状況の把握⑤環境保全対策の効果・進捗状況の把握
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今までのＰＲＴＲ集計データの特徴から今までのＰＲＴＲ集計データの特徴から

  届出排出量は減少傾向にある届出排出量は減少傾向にある
  特に、大気への排出量が大きい特に、大気への排出量が大きい
  届出外排出量は届出外排出量は0303年度から年度から大幅に減少大幅に減少

  大幅減少したのは、対象業種の届出外排出量大幅減少したのは、対象業種の届出外排出量にあるにある
  移動体排出量は年度により増減移動体排出量は年度により増減がが激しい激しい
  届出届出対象事業場が対象事業場がすべてすべて届けているのか不明届けているのか不明
  届出外推計方法の正しさが市民にはわからない届出外推計方法の正しさが市民にはわからない
  届出データは毎年修正されるが、届出対象外の推計届出データは毎年修正されるが、届出対象外の推計
データはさかのぼって修正されないので、データはさかのぼって修正されないので、経年変化を経年変化を
評価できない評価できない

届出排出量･移動量の比較届出排出量･移動量の比較 ((千トン千トン))

4.04.03.3.003.13.13.03.0下水道下水道

221919214214236236２１７２１７廃棄物廃棄物

223223217217240240２３０２３０総移動総移動

2200222227272525場内埋立場内埋立

0.0.30300.0.30300.250.250.260.26場内土壌場内土壌

1313121213131111公共水域公共水域

280280256256250250233233大気大気

314314290290291291270270総排出総排出

20012001年年20022002年年20032003年年20042004年年
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届出外排出量推計値の比較届出外排出量推計値の比較((千トン千トン))

8888154154119119１２８１２８移動体移動体

696962626363６０６０家庭家庭

105105126126105105１０７１０７非対象業種非対象業種

3223222512515555６２６２対象業種対象業種

585585589589342342３５７３５７合計合計

20012001年年20022002年年20032003年年20042004年年
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ＰＲＴＲ制度の改善のために（１）ＰＲＴＲ制度の改善のために（１）
制度の公平性を確保すべきである制度の公平性を確保すべきである

  企業の自主的努力を評価するためにも、取扱企業の自主的努力を評価するためにも、取扱
量の届出を義務付け、公表すべきである量の届出を義務付け、公表すべきである

  未届未届出出事業者がなくなるように、チェック体制を事業者がなくなるように、チェック体制を
強化し、未強化し、未届出届出事業者には厳しく指導、監督す事業者には厳しく指導、監督す
べきであるべきである

  そのため、使用量、製造量など他の許認可情そのため、使用量、製造量など他の許認可情
報とのリンクが必要であり、届出事務における報とのリンクが必要であり、届出事務における
地方自治体の役割を強化すべきである地方自治体の役割を強化すべきである

  政令市などにも届出事務を委譲すべきである政令市などにも届出事務を委譲すべきである



2006/07/21 中地重晴（Tウォッチ） 17

届出事務を地方自治体が担うべき理由届出事務を地方自治体が担うべき理由

  化管法以外にも消防法や環境諸規制による届出制度化管法以外にも消防法や環境諸規制による届出制度
で事業者の操業実態を把握しているのは国よりも地で事業者の操業実態を把握しているのは国よりも地
方自治体である方自治体である

  通常は大阪府、政令市通常は大阪府、政令市((大阪市、堺市）、中核市大阪市、堺市）、中核市((東大東大
阪市、高槻市阪市、高槻市))が同等の委任事務を分掌が同等の委任事務を分掌

  他都道府県と比べ、他都道府県と比べ、PRTRPRTR制度の届出事務に限り、大制度の届出事務に限り、大
阪府だけで行う現状は不自然である阪府だけで行う現状は不自然である

  少なくとも大阪市、堺市は少なくとも大阪市、堺市はPRTRPRTRの届出事務を行い、の届出事務を行い、
化管法のねじれ現象は早期に解消すべきである化管法のねじれ現象は早期に解消すべきである

  このことは行政監察で指摘された未届出事業場の指このことは行政監察で指摘された未届出事業場の指
導のためにも有効だと考えられる導のためにも有効だと考えられる
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ＰＲＴＲ制度の改善のために（２）ＰＲＴＲ制度の改善のために（２）
国民の知る権利に基づく制度に改めるべき国民の知る権利に基づく制度に改めるべき

  届出対象外の移動量を推計すべきである届出対象外の移動量を推計すべきである

  災害時の危険に対して、貯蔵量の届出を義務災害時の危険に対して、貯蔵量の届出を義務
付けるべきである付けるべきである

  使用量（製造量）、毒性データの再評価を行い、使用量（製造量）、毒性データの再評価を行い、
対象物質の選定をやり直すべきである対象物質の選定をやり直すべきである

  ＭＳＤＳの作成義務付けと同様に、ＰＲＴＲ対象ＭＳＤＳの作成義務付けと同様に、ＰＲＴＲ対象
物質の含有製品のＧＨＳ表示を義務付けるべ物質の含有製品のＧＨＳ表示を義務付けるべ
きであるきである
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大阪府化学物質適正管理指針大阪府化学物質適正管理指針((案案))に関するに関する

意見（１）意見（１）

  有害化学物質の排出削減のためには、規制の他に、有害化学物質の排出削減のためには、規制の他に、
事業者の自主的取り組みは重要事業者の自主的取り組みは重要

  環境に配慮した事業活動のトレンドから考えれば、環境に配慮した事業活動のトレンドから考えれば、
ISO14001ISO14001の認証取得、の認証取得、CSRCSR（企業の社会的責任）か（企業の社会的責任）か

ら有害化学物質の排出削減は必須であるら有害化学物質の排出削減は必須である

  企業が自主的に削減計画、削減目標を立案するため企業が自主的に削減計画、削減目標を立案するため
に府条例や要綱による義務付けも有効に府条例や要綱による義務付けも有効

  大阪府として削減効果を評価する仕組みを作るべき大阪府として削減効果を評価する仕組みを作るべき
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大阪府化学物質適正管理指針大阪府化学物質適正管理指針((案案))に関するに関する

意見（２）意見（２）

  大阪府だけでなく、市民が事業者の排出削減を評価大阪府だけでなく、市民が事業者の排出削減を評価
するためにも情報公開が必要するためにも情報公開が必要

  削減計画は、排出量だけでなく、取扱量、貯蔵量など削減計画は、排出量だけでなく、取扱量、貯蔵量など
もあわせて届出、公表すべきもあわせて届出、公表すべき

  住民の安心のためには、災害時の想定シナリオも公住民の安心のためには、災害時の想定シナリオも公
表し、災害の未然防止につなげるべき表し、災害の未然防止につなげるべき

  対象化学物質については、毒性データの更新を行い、対象化学物質については、毒性データの更新を行い、
定期的に見直しを行うべき定期的に見直しを行うべき

  リスクコミュニケーションの取り組みについて、大阪府リスクコミュニケーションの取り組みについて、大阪府
も積極的に場を提供しないとかけ声倒れになるも積極的に場を提供しないとかけ声倒れになる
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大阪府化学物質適正管理指針大阪府化学物質適正管理指針((案）に関する案）に関する

意見（３）意見（３）

  届出対象事業者については、国の制度よりも小規模届出対象事業者については、国の制度よりも小規模
な事業者も対称にすべきであるな事業者も対称にすべきである

  たとえば、東京都と同様に、年間０．１トン取扱う事業たとえば、東京都と同様に、年間０．１トン取扱う事業
者とする者とする

  製造業ではサプライチェーンと呼ばれる部品供給から、製造業ではサプライチェーンと呼ばれる部品供給から、
組み立て加工まで一体的な化学物質管理を行う体制組み立て加工まで一体的な化学物質管理を行う体制
作りが進んでおり、小規模事業者の負担感が大きいと作りが進んでおり、小規模事業者の負担感が大きいと
はいえないはいえない

  ＶＯＣ対策対象業種にタンクローリーと建設塗装が追ＶＯＣ対策対象業種にタンクローリーと建設塗装が追
加されていることには賛成、一歩進めて、ゼネコンに加されていることには賛成、一歩進めて、ゼネコンに
はＰＲＴＲ制度の届出を義務付けるべきはＰＲＴＲ制度の届出を義務付けるべき


